
 

 

▽
題
字
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水
一
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秀
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▽
表
紙
写
真 

 

昭
和
11
年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会 

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
た
直
後
の
写
真 

「
喜
び
を
満
面
の
笑
み
で
観
衆
に
手
を
挙
げ
る
前

畑
秀
子
嬢
」 

写
真
提
供
／
椙
山
女
学
園
歴
史
文
化
館 

 

▽
裏
表
紙
写
真 

 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
取
得
し
た
金
メ 

ダ
ル
の
レ
プ
リ
カ
（
本
物
は
、
昭
和
20
年
の 

名
古
屋
大
空
襲
で
焼
失
）。
戦
後
、
椙
山
正 

弌
校
長
よ
り
兵
藤
秀
子
に
贈
ら
れ
た
も
の 

所
蔵
／
兵
藤
大
二
郎
（
孫
） 

写
真
提
供
／
椙
山
女
学
園
歴
史
文
化
館 

 

▽
表
紙
カ
バ
ー
折
込
な
ど
に
使
用
の 

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ま
め
は
た
』 

 

前
畑
秀
子
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

秀
子
の
生
家
の
家
業
が
豆
腐
屋
さ
ん
で
し
た
。 

豆
腐
の
原
材
料
の
大
豆
を
か
た
ど
っ
て
、
顔 

の
部
分
と
し
、
両
手
は
ス
イ
ス
イ
と
泳
い
だ 

イ
メ
ー
ジ
で
す 

元
前
畑
秀
子
朝
ド
ラ
誘
致
実
行
委
員
会 

作 
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橋
本
市
の
誇
り
前
畑
秀
子
さ
ん
の
顕
彰
は
、
会
員
が
「
二
〇
〇
六
年
は
金
メ
ダ
ル
七
十
周
年
や
な
」
と
つ

ぶ
や
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

以
来
、
幾
多
の
活
動
や
運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
か
ら
は
『
広
報
は
し

も
と
』
に
、
東
海
学
園
大
学
木
村
華
織
先
生
の
寄
稿
に
よ
る
「
前
畑
秀
子
ス
ト
ー
リ
ー
」
三
十
三
ヶ
月
に
わ

た
り
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
冊
子
に
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
、
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
形
に
な

り
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
の
木
村
先
生
と
の
ご
縁
も
前
畑
に
よ
る
も
の
で
す
。 

本
書
「
水
一
筋
」
は
、
前
畑
秀
子
無
心
の
人
生
に
ま
つ
わ
る
も
の
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
こ
の
本

を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
前
畑
が
わ
か
る
・
・
・
を
目
指
し
ま
し
た
。 

本
書
が
活
用
さ
れ
、
郷
土
の
誇
り
「
前
畑
秀
子
」
が
、
今
日
は
勿
論
、
末
永
く
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
一
助
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。  
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五
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長
の
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十
六
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全
国
へ 
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十
七
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屋
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世
界
へ 
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十
八
話  
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れ 
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十
九
話  

奮
起
の
年 
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十
話  

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ 

第
二
十
一
話 

十
分
の
一
秒
差 

第
二
十
二
話 

迷
い
と
決
意 

第
二
十
三
話 

世
界
記
録
の
重
圧 

第
二
十
四
話 

水
泳
界
の
変
化 

第
二
十
五
話 

ベ
ル
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ン
へ 

第
二
十
六
話 

前
畑
ガ
ン
バ
レ 

第
二
十
七
話 

重
圧
か
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安
堵
へ 

第
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十
八
話 

選
手
引
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、
そ
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新
た
な
人
生
の 

は
じ
ま
り 
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第
二
十
九
話 

突
然
の
別
れ 

第
三
十
話  

再
び
水
泳
の
道
へ 

第
三
十
一
話 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー 

第
三
十
二
話 

自
己
と
の
た
た
か
い 

第
三
十
三
話 
人
生
の
金
メ
ダ
ル 

            

                

夫/兵藤正彦（名古屋大学医学部助手） 

1937（昭和 12）年 3月 9日 

熱田神宮で挙式 秀子 22歳 

知多半島に家族旅行 

後列右/長男正臣（後に歯科医） 

後列左/次男正時（後にスイミングスクール経営） 



第一章 秀子の生涯を綴る 第一話 

 

 

第
一
話 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 
 

歴
史
は
先
人
た
ち
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
記
録
は
新
た
な
挑
戦
者
に
よ
っ
て
塗
り
替
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
最
初
の
一
歩
を
記
す
人
が
い
な
け
れ
ば
、
積
み
重
ね
る
こ
と
も
塗
り
替
え
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
８
月
11
日
、
現
在
に
繋
が
る
は
じ
め
の
一
歩
が
、
遠
く
離
れ
た
地
、
ベ
ル
リ
ン

で
記
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
歩
を
刻
ん
だ
人
物
は
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
橋
本
町
（
現
橋
本
市
）
出
身
の
前
畑

秀
子
さ
ん
で
す
。 

前
畑
さ
ん
が
日
本
女
性
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
（
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
）
で
あ
る

こ
と
は
、
説
明
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
前
畑
さ
ん
が
水
泳
を
通
し
て
何
を
学
び
、
生
涯
を

通
じ
て
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
知
る
人
は
、
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
視
点
か
ら
前
畑
さ
ん
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
前
畑
秀
子
と
い
う
人
が
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
史
に
、
女
性
ス
ポ
ー
ツ
史
に
、
そ
し
て
、
こ
こ
橋
本
に
残
し
た
「
何
か
」
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。 
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本
章
で
は
、
選
手
と
し
て
の
萌
芽
を
み
る
橋
本
時
代
、
世
界
的
な
選
手
へ
と
飛
躍
す
る
椙
山
女
学
園
時
代
、

そ
し
て
第
二
の
水
泳
人
生
を
歩
み
始
め
た
指
導
者
時
代
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
前
畑
さ
ん
の
人
生
の
軌
跡
を

た
ど
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

橋本尋常高等小学校（写真中央） 

橋本尋常高等小学校 昭和 3年 3月 

卒業アルバム写真の解説 

「一千の児童を育む我等の母校の風景」 

橋本尋常高等小学校 昭和 4年 3月 

卒業アルバム写真 

 授業風景「書方・理科・国語」 
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第
二
話 

は
じ
ま
り
の
人 

 
 

前
畑
さ
ん
が
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
１
９
２
０
年
代
か
ら
３
０
年
代
は
、
日
本
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
黎
明
期

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
９
２
０
年
以
降
、
日
本
で
は
高
等
女
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
競
技
会
が
漸
次
増
加
し
て
い
き
ま
し

た
。
女
子
選
手
に
国
際
大
会
出
場
の
道
が
拓
か
れ
た
の
も
、
こ
の
頃
か
ら
で
す
。 

 

日
本
の
女
性
で
最
初
に
海
外
で
行
わ
れ
る
国
際
競
技
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
の
は
、
陸
上
競
技
の
人
見

ひ

と

み

絹
枝

き

ぬ

え

さ
ん
で
す
。
人
見
さ
ん
が
、
第
２
回
国
際
女
子
競
技
大
会
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
エ
テ
ボ
リ
）
に
出
場
す

る
た
め
に
単
身
で
渡
欧
し
た
の
は
、
１
９
２
６
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
後
の
１
９
２
９
年
、
日

本
女
子
選
手
団
と
し
て
初
め
て
の
海
外
遠
征
が
実
現
し
ま
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
の
は
女
子
水
泳
選
手
４
人
と

コ
ー
チ
１
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
人
が
、
橋
本
尋
常
小
学
校
高
等
科
（
以
下
、
橋
本
小
）
に
在
籍
し
て
い

た
前
畑
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

前
畑
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
全
米
女
子
水
上
競
技
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
女
子
平
泳
ぎ
１
０
０
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メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、
同
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
２
位
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
前
畑
さ
ん
を

取
り
巻
く
状
況
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
年
の
10
月
、
前
畑
さ
ん
は
名
古
屋
市
に
あ
る
椙
山

す
ぎ
や
ま

第
二
高
等
女
学
校
に
編
入
し
、
創
部
さ
れ
た
ば
か

り
の
水
泳
部
で
本
格
的
に
選
手
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
水
上
競
技
連
盟
が
女
子
選

手
の
強
化
や
普
及
に
乗
り
出
し
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
で
す
。 

 

女
子
水
泳
界
の
状
況
が
変
化
を
見
せ
は
じ
め
、
今
に
続
く
土
台
を
作
ろ
う
と
す
る
そ
の
時
期
に
、
前
畑
さ

ん
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

   
1923年 （大正12年） 第6回極東大会

大正12年5月22日～25日

当時はまだコースロープがなかった

大毎中学校水上競技大会

1926年 （昭和元年） 日米対抗水上競技大会大阪大会

1927年 （昭和 2年） 第１回日本中等学校水上競技大会

汎太平洋水上競技大会国際水上競技大会

1928年 （昭和 3年） 日米国際水泳競技大会大阪大会

1929年 （昭和 4年） 第２回日本中等学校水泳競技大会

1931年 （昭和 6年） 第４回日本中等学校水泳競技大会

1933年 （昭和 8年） 第６回日本中等学校水泳競技大会

1935年 （昭和10年） 日米国際水泳競技大会大阪大会

第８回日本中等学校水泳競技大会

1936年 （昭和11年） 日本女子中等学校水泳競技大会

日本選手権水泳競技大会水球大会

築港プールで開催された主な大会

前畑 橋本尋常小学校卒業證書 

昭和二年三月二十六日 

橋本尋常高等小学校長 

藪本米次郎 
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第
三
話 

旅
の
は
じ
ま
り 

 

 
多
く
の
場
合
、
前
畑
さ
ん
の
功
績
は
「
日
本
女
性
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
」
と
い
う
点
に
集

約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
畑
さ
ん
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
し
て
の
功
績
を
知
る
た
め
に
は
、
彼
女

の
選
手
時
代
、
そ
し
て
選
手
引
退
後
の
人
生
に
お
け
る
で
き
ご
と
を
、
長
い
時
間
軸
の
中
で
俯
瞰
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

以
降
で
は
、
橋
本
時
代
、
椙
山
時
代
、
選
手
引
退
後
、
晩
年
と
い
う
時
代
区
分
に
よ
り
な
が
ら
、
前
畑
さ
ん

の
軌
跡
を
辿
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

前
畑
さ
ん
は
自
ら
の
言
葉
で
あ
る
「
一
に
努
力
、
二
に
努
力
、
三
ま
た
努
力
」
を
体
現
し
、
金
メ
ダ
ル
獲
得

を
現
実
の
も
の
に
し
ま
し
た
が
、
こ
の
「
努
力
」
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
ど
の
よ
う
な
で
き
ご
と
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
水
泳
に
た
ず
さ
わ
り
、
脳
溢
血

の
う
い
っ
け
つ

と
い
う
大
病
を
煩
っ
た
後
も
な

お
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
ち
続
け
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
想
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
前
畑
秀
子
生
誕
の
地
「
橋
本
」
で
す
。
橋
本
は
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市
の
中
心
部
を
東
西
に
わ
た
っ
て
紀
の
川
が
流
れ
る
水
の
豊
か
な
地
域
で
す
。
当
時
の
妻
の
浦
は
川
幅
が
１

０
０
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
り
、
水
量
は
現
在
の
４
倍
と
も
５
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
畑
さ
ん
の
日
常
の

遊
び
場
だ
っ
た
紀
の
川
、
そ
こ
に
天
然
プ
ー
ル
を
造
り
水
泳
指
導
を
始
め
た
橋
本
小
学
校
、
彼
女
を
後
押
し

し
た
先
生
た
ち
、
前
畑
さ
ん
の
誕
生
に
欠
か
せ
な
い
出
会
い
や
場
所
、
そ
し
て
時
間
が
、
こ
こ
に
橋
本
に
は

あ
る
の
で
す
。 

   

昔の紀の川 

水泳練習所/飛込みの練習 

昔の紀の川 

夏の風物詩/町民の遊泳風景 
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第
四
話 

紀
の
川
と
い
う
場
所 

 
 

本
人
に
と
っ
て
は
ご
く
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
後
の
人
生
を
方
向
付
け
る
重
要
な
場
所
や

時
間
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
紀
の
川
で
は
、
夏
に
な
る
と
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
た
ち
が

水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
前
畑
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
場
所
が
、
金

メ
ダ
リ
ス
ト
前
畑
秀
子
の
誕
生
に
は
欠
か
せ
な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

当
時
は
、
プ
ー
ル
を
も
つ
学
校
な
ど
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
水
泳
の
実
施
や
選
手
誕
生
に

は
、
地
理
的
な
環
境
が
多
分
に
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
昭
和
戦
前
期
に
は
、
奈
良
県

を
流
れ
る
吉
野
川
や
和
歌
山
県
を
流
れ
る
紀
の
川
沿
い
に
位
置
す
る
小
・
中
学
校
か
ら
、
多
く
の
水
泳
選
手

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
女
子
水
泳
で
は
前
畑
さ
ん
の
他
に
も
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
出
場
し
た
橋
本
小
出
身
の
小
島

こ

じ

ま

一
枝

か

ず

え

さ
ん
、
妙
寺
小
出

身
の
守
岡

も
り
お
か

初
子

は

つ

こ

さ
ん
が
い
ま
す
。
両
大
会
に
出
場
し
て
い
る
女
子
選
手
は
、
前
畑
さ
ん
を
含
め
こ
の
３
人
だ

け
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
時
に
は
、
プ
ー
ル
の
備
わ
っ
た
異
郷
の
地
で
生
活
し
て
い
た
３
人
で
す
が
、



第一章 秀子の生涯を綴る 第四話 

 

 

尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
卒
業
後
も
異
境
の
地
で
「
水
泳
を
続
け
る
」
と
い
う
新
た
な
道
を
開
い
た
と
い

う
点
で
、
紀
の
川
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所
に
天
然
プ
ー
ル
を
造
っ
て
水
泳
指
導
を

始
め
た
橋
本
小
学
校
の
存
在
も
ま
た
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

     

前畑が生まれた橋本町 

前畑を育てた紀の川（ワンド） 
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第
五
話 

橋
本
小
学
校
の
存
在 

 
 

偉
大
な
選
手
誕
生
に
は
、
本
人
の
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
理
、
施
設
、
人
、
そ
し
て
経
済
的
な
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
複
数
の
要
因
が
時
や
場
所
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を

変
え
な
が
ら
、
歯
車
と
な
っ
て
選
手
を
一
流
へ
と
押
し
上
げ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

紀
の
川
の
存
在
が
、
前
畑
さ
ん
の
人
生
を
方
向
づ
け
る
一
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り

で
す
。
第
五
話
で
は
、
前
畑
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
橋
本
小
に
焦
点
を
あ
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

橋
本
小
の
水
泳
部
が
創
部
さ
れ
た
の
は
前
畑
さ
ん
が
小
学
４
年
生
に
な
っ
た
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
で

す
。
こ
の
前
年
、
橋
本
小
学
校
で
は
、
３
年
生
以
上
を
対
象
に
し
た
水
泳
指
導
が
紀
の
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
実
施
さ
れ
た
泳
力
試
験
で
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
完
泳
し
た
児
童
は
、
翌
年
創
部
す
る
水
泳
部
に

入
部
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
で
す
。
前
畑
さ
ん
も
蛙
泳
ぎ
と
犬
か
き
泳
ぎ
を
駆
使
し
て
必
死
に
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぎ
切
り
、
最
年
少
部
員
と
し
て
水
泳
部
に
名
を
連
ね
た
の
で
す
。
１
９
２
４
年
、
橋
本
小

学
校
に
水
泳
部
が
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
選
手
、
前
畑
秀
子
の
始
ま
り
の
瞬
間
で
す
。 
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こ
れ
以
降
、
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
、
橋
本
小
は
全
国
で
も
有
数
の
水
泳
強
豪
校
と
し
て
名
を
轟
か
せ
て

い
き
ま
す
。
水
泳
好
き
の
少
女
を
選
手
へ
と
導
い
た
橋
本
小
の
存
在
は
大
き
く
、
ま
た
こ
の
頃
を
境
に
、
前

畑
さ
ん
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
歯
車
が
、
少
し
ず
つ
動
き
始
め
て
い
く
の
で
す
。 

 

橋本尋常高等小学校水泳部員の集合写真（昭和２年） 

前畑高等科 1年生 

「一つの日本女子最高記録と 

七つの学童記録とを保有する我が水泳部 
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第
六
話 

最
初
の
歯
車 

 
 

前
畑
さ
ん
を
一
流
へ
と
押
し
上
げ
る
た
め
の
最
初
の
歯
車
は
、
水
泳
部
の
設
置
と
紀
の
川
に
造
ら
れ
た
天

然
プ
ー
ル
、
そ
し
て
プ
ー
ル
を
造
っ
た
熱
心
な
橋
本
小
の
教
員
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
橋

本
小
水
泳
部
の
練
習
は
、
紀
の
川
に
あ
る
湾
の
中
に
天
然
プ
ー
ル
を
造
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
川
底
に

向
か
っ
て
杭
を
打
ち
、
片
側
は
杭
の
上
に
板
を
張
っ
て
ス
タ
ー
ト
用
に
、
も
う
片
側
は
タ
ー
ン
が
で
き
る
よ

う
に
板
を
杭
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
水
中
に
打
ち
つ
け
、
最
後
に
縄
で
コ
ー
ス
ロ
ー
プ
を
張
り
完
成
で
す
。

と
は
い
え
、
台
風
や
大
雨
に
見
舞
わ
れ
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
度
に
造
り
直
す
の
で
す
。 

前
畑
さ
ん
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
水
泳
部
の
指
導
は
、
後
に
橋
本
小
学
校
の
校
長
に
な
る
西
中
武
吉
先
生
の

他
、
４
人
の
教
員
が
行
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
、
ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ
な
ど
の
近
代
泳
法
が

一
般
に
普
及
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
指
導
で
き
る
人
も
少
な
く
、
橋
本
小
の
教
員
た
ち
は
大

阪
ま
で
近
代
泳
法
を
習
い
に
出
掛
け
て
は
、
部
員
た
ち
に
教
授
し
て
い
ま
し
た
。 

 

天
然
プ
ー
ル
を
造
り
、
子
ど
も
た
ち
に
水
泳
を
教
え
よ
う
と
す
る
教
員
た
ち
の
姿
が
、
前
畑
さ
ん
に
平
泳
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ぎ
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
、
彼
女
の
人
生
を
予
想
だ
に
し
な
い
方
向
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
く
の
で
す
。
水

泳
部
の
創
部
が
彼
女
を
後
押
し
す
る
大
き
な
力
と
な
り
、
そ
の
後
も
諦
め
か
け
て
い
た
高
等
小
学
校
進
学
を

現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
の
で
す
。 

（
付
記
）
橋
本
小
や
前
畑
さ
ん
へ
の
水
泳
指
導
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
ほ
か
に
も
大
日
本
武
徳
会
か
ら
小
学
校
に
指
導

者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
筆
者
自
身
、
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本

稿
で
は
、
自
伝
に
基
づ
く
記
述
に
留
め
た
。 

 

前畑秀子選手誕生の陰の立役者 

恩師/橋本尋常高等小学校校長 

西中武吉（にしなか ぶきち） 

西中校長家族との写真 

前列左端/前畑秀子 

後列右端/同郷後輩小島一枝選手 
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第
七
話 

全
国
大
会
初
出
場
で
初
優
勝 

 
 

前
畑
さ
ん
の
選
手
と
し
て
の
公
式
記
録
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当

時
発
行
さ
れ
て
い
た
「
運
動
年
鑑
」
と
い
う
雑
誌
に
は
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
様
々
な
競
技
大
会
の
記
録

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
前
畑
さ
ん
の
記
録
も
１
９
２
６
年
か
ら
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
ま
で
の
間
、
毎
年

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
の
自
伝
「
前
畑
ガ
ン
バ
レ
」
で
は
、
１
９
２
６
年
よ
り
も
以
前
に
水
泳

大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
公
式
記
録
を
取
り
上
げ
前
畑
さ
ん
の
活
躍
振
り

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

「
運
動
年
鑑
」
に
は
、
全
国
大
会
か
ら
地
区
大
会
ま
で
あ
ら
ゆ
る
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
畑

さ
ん
の
最
初
の
記
録
は
全
国
大
会
で
の
優
勝
を
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
１
９
２
６
年
８
月
20
日
、
大
阪
浜
寺

納
涼
園
プ
ー
ル
で
第
２
回
全
日
本
学
童
競
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
全

国
大
会
で
す
。
結
果
は
、
５
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
、
５
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の

３
種
目
で
優
勝
で
す
。 
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同
年
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
日
本
女
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
学
童
の
部
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳

ぎ
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
は
当
時
の
学
童
新
記
録
で
す
。
そ
し
て

遂
に
、
１
９
２
７
年
に
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

瞬
く
間
に
日
本
一
に
な
り
、
平
泳
ぎ
選
手
と
し
て
名
を
轟
か
す
こ
と
に
な
る
前
畑
さ
ん
で
す
が
、
実
は
自

由
形
も
か
な
り
の
実
力
の
持
ち
主
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
自
由
形
や
リ
レ
ー
種
目
で
の
優
勝
が
そ
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

他
方
、
前
畑
さ
ん
の
活
躍
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
で
す
が
、
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
リ
レ
ー
種
目
で
の
優

勝
は
、
橋
本
小
水
泳
部
の
飛
躍
の
証
で
す
。
前
畑
さ
ん
を
後
押
し
し
て
い
た
も
の
は
何
か
と
い
う
視
点
か
ら

当
時
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
や
熱
心
な
指
導
者
の
姿
も
み
え
て
く
る
の
で
す
。 

  
第三回 

日本女子オリムピック大会 

（大正 15年 9月 19日） 

▽女子平泳ぎ 100ｍ/１位 

▽女子 200ｍリレー/優勝 

学童新 
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第
九
話 

世
界
へ
の
第
一
歩 

 
 

 

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
、
前
畑
さ
ん
に
も
国
際
大
会
出
場
の
機
会
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
年
、
全
米

女
子
水
上
競
技
選
手
権
大
会
が
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
の
女
性
選
手
た
ち
に
も
招
待
状

が
届
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
日
本
水
上
競
技
連
盟
は
６
月
30
日
の
午
後
一
時
よ
り
、
玉
川
プ
ー
ル
で
選
手
選
考
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、
平
泳
ぎ
の
前
畑
さ
ん
と
飯
村
昌
子
さ
ん
、
背
泳
ぎ
の
菊
池
貴
美
子
さ
ん
、
自

由
形
の
中
村
由
喜
枝
さ
ん
の
４
名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
手
団
は
選
手
４
名
に
監
督
１
名

を
加
え
た
５
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
初
の
女
性
選
手
団
の
海
外
遠
征
が
実
現
し
、
女
子
水
泳
の
国
際

化
に
向
け
た
口
火
が
切
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

ハ
ワ
イ
で
の
試
合
当
日
（
８
月
10
日
、
ホ
ノ
ル
ル
）
は
、
国
内
予
選
会
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
た
前
畑

さ
ん
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
第
一
人
者
ゲ
ラ
テ
ィ
選
手
と

の
一
騎
打
ち
で
す
。
前
畑
さ
ん
は
、
レ
ー
ス
中
盤
で
２
メ
ー
ト
ル
近
く
リ
ー
ド
し
た
も
の
の
、
接
戦
の
末
、
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惜
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゲ
ラ
テ
ィ
選
手
は
試
合
後
に
こ
ん
な
こ
と
を
述
べ
た
そ
う
で
す
。「
私
に

と
っ
て
は
今
ま
で
こ
れ
ほ
ど
苦
戦
し
た
こ
と
は
な
い
」。
こ
れ
に
対
し
前
畑
さ
ん
は
「
た
だ
一
生
懸
命
で
し
た
」

と
の
み
語
っ
た
そ
う
で
す
。（
大
日
本
体
育
協
会
史
下
巻
よ
り
）。 

こ
う
し
て
無
事
に
終
了
し
た
女
子
水
泳
選
手
団
の
ハ
ワ
イ
遠
征
で
し
た
が
、
前
畑
さ
ん
の
胸
中
は
複
雑
で

し
た
。「
春
を
迎
え
高
等
科
を
卒
業
し
た
ら
も
う
泳
げ
な
く
な
る
・
・
・
」
と
い
う
思
い
が
、
脳
裏
に
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ハ
ワ
イ
遠
征
は
、
前
畑
さ
ん
の
今
後
の
人
生
行
路
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
機
会

だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

帰
国
後
、
前
畑
さ
ん
は
名
古
屋
に
あ
る
椙
山
女
学
園
（
当
時
の
椙
山
第
二
高
等
女
学
校
）
に
編
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
一
生
懸
命
に
全
力
を
尽
く
し
た
結
果
が
、
次
に
繋
が
る
道
を
ひ
ら
い
た

の
で
す
。 

 

 

ハワイ遠征時の 

乗船名簿 

昭和 4年 7月 19日 

～8月 6 日 

春洋丸 

（日本郵船 K.K.） 

ハワイ遠征時の 

御餞別帳 

橋本町の皆さま 

昭和 4年 7月 10日 
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第
十
話 

名
古
屋
へ 

 
 

「
も
う
泳
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
複
雑
な
心
境
の
中
、
ハ
ワ
イ
か
ら
帰
国
し
た
前
畑
さ
ん
が
目

に
し
た
の
は
、
歓
喜
に
溢
れ
た
橋
本
町
民
の
姿
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
名
古
屋
に
あ
る
椙
山
第
二
高
等
女

学
校
（
現
在
の
椙
山
女
学
園
、
以
下
で
は
椙
山
第
二
高
女
と
す
る
）
か
ら
、
自
校
で
行
う
第
１
回
東
海
女
子

学
童
競
泳
大
会
で
模
範
水
泳
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
話
が
、
西
中
先
生
（
尋
常
小
学
校
高
等
科
時
代
の
校
長
）

を
通
じ
て
舞
い
込
ん
で
き
た
の
で
す
。 

椙
山
第
二
高
女
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
女
子
教
育
に
お
い
て
、
体
育
や
運
動
の
奨
励
に
力
を
入
れ
て
い

た
女
学
校
の
一
つ
で
す
。
学
校
長
で
あ
る
椙
山
正
弌
先
生
は
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
４
月
か
ら
約
３
ヶ

月
に
渡
り
ア
メ
リ
カ
視
察
を
行
い
、
帰
国
後
に
は
「
ア
メ
リ
カ
視
察
を
し
て
教
育
に
関
す
る
考
え
方
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
」（『
学
園
五
十
年
を
語
る
』
よ
り
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
女
子
教
育
を
目

の
当
た
り
に
し
た
椙
山
校
長
は
、
椙
山
第
二
高
女
を
開
設
し
た
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
以
降
、
運
動
施
設

の
拡
充
と
近
代
化
を
図
り
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
は
国
内
の
高
等
女
学
校
で
最
初
の
屋
内
プ
ー
ル
を
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設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
年
に
前
畑
さ
ん
が
編
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
椙
山
第

二
高
女
に
お
け
る
教
育
方
針
に
お
い
て
、
運
動
と
い
う
身
体
活
動
が
必
要
な
要
素
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
そ

の
頃
に
、
前
畑
さ
ん
が
編
入
し
、
選
手
と
し
て
の
活
躍
を
始
め
た
の
で
す
。 

ハ
ワ
イ
か
ら
帰
国
し
た
前
畑
さ
ん
は
、
西
中
先
生
と
と
も
に
椙
山
第
二
高
女
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

学
童
競
泳
大
会
で
の
模
範
水
泳
終
了
後
、
椙
山
第
二
高
女
の
椙
山
正
弌
校
長
か
ら
編
入
の
誘
い
を
受
け
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
約
一
か
月
後
の
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
10
月
５
日
、
前
畑
さ
ん
は
椙
山
第
二
高
女
の

３
年
生
に
編
入
し
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
編
入
に
至
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
西
中
先
生
と
椙
山
校
長
が
、

選
手
・
前
畑
秀
子
誕
生
の
陰
の
立
役
者
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。 

前畑秀子選手誕生 

陰の立役者・恩師 

椙山第二高等女学校 

校長 椙山正弌 

（すぎやま まさかず） 
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第
十
一
話 

椙
山
第
二
高
女
で
の
模
範
水
泳 

 
 

 

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
９
月
15
日
、
前
畑
さ
ん
が
椙
山
第
二
高
女
の
プ
ー
ル
で
行
っ
た
模
範
水
泳
（
第

一
回
東
海
女
子
学
童
競
泳
大
会
）
の
様
子
に
つ
い
て
、
椙
山
女
学
園
校
友
会
誌
『
糸
菊
』
の
記
事
を
取
り
上

げ
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
『
糸
菊
』
（
昭
和
４
年
号
）
に
は
、
模
範
水
泳
当
日
の
様
子
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
前
畑
さ
ん
の
遊
泳
の
番
が
来
た
。
ス
タ
ン
ド
は
ど
よ
め
き
渡
り
「
水
の
女
王
」「
水

の
女
王
」
あ
の
年
若
い
娘
が
ハ
ワ
イ
ま
で
遠
征
し
日
本
女
子
の
為
に
気
を
吐
い
て
く
れ
た
の
か
な
ど
の

声
が
聞
こ
え
る
。〈
略
〉
今
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
た
十
六
歳
と
思
わ
れ
ぬ
均
整
の
と
れ
た
よ
く
発
達
し
た
身

体
水
着
の
胸
間
に
は
日
章
旗
が
輝
い
て
い
る
。〈
略
〉
あ
の
ス
タ
イ
ル
で
米
国
女
子
水
泳
レ
コ
ー
ド
ホ
ル

ダ
ー
た
る
ゲ
ラ
テ
ィ
嬢
を
破
っ
た
の
だ
。
ピ
ス
ト
ル
は
鳴
っ
た
。
鮮
や
か
な
フ
ォ
ー
ム
感
嘆
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
観
覧
者
は
な
り
を
静
め
て
見
守
っ
た
。
や
が
て
自
ら
上
が
り
一
礼
し
て
控
え
室
に
帰
る
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態
度
の
つ
ゝ
ま
し
さ
。
良
き
印
象
を
あ
た
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。 

 
 

 

生
徒
た
ち
の
目
に
映
っ
た
前
畑
さ
ん
の
姿
は
、
力
強
く
も
慎
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
当
時
理
想
と
さ
れ
て

い
た
女
性
像
「
良
妻
賢
母
像
」
に
近
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

前
畑
さ
ん
の
編
入
を
き
っ
か
け
に
興
隆
し
た
椙
山
第
二
高
女
に
お
け
る
運
動
奨
励
は
、
椙
山
校
長
に
と
っ

て
女
子
教
育
へ
新
た
な
挑
戦
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
の
記
事
に
あ
る
前
畑
さ
ん
の
姿
か
ら
、
彼
女

に
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
は
選
手
と
し
て
の
活
躍
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
他
に
も
多
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
の
で
す
。 

  

椙山女学園室内プール 

前畑模範水泳 

（昭和 4年 9月 15日） 

大勢の学生が観覧 

前畑添書き 

「見ヨ我等カッパ! 

プール開き」 
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第
十
二
話 

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン 

 
 

 

尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
は
、
稼
業
を
手
伝
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
、
高
等

女
学
校
へ
の
進
学
は
、
努
力
の
産
物
と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
何
事
に
も
全
力
を
尽
く
す
前
畑
さ
ん
の

姿
が
新
た
な
道
を
拓
き
、
今
度
は
椙
山
第
二
高
女
へ
の
編
入
を
現
実
の
も
の
と
し
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
か

ら
水
泳
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
前
畑
さ
ん
で
す
が
、
本
格
的
な
選
手
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
椙
山
第
二
高

女
編
入
後
か
ら
に
な
り
ま
す
。 

 

『
糸
菊
』（
昭
和
４
年
号
）
に
は
、
前
畑
さ
ん
が
編
入
し
て
き
た
当
時
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。「
学
校
全
体
と
り
わ
け
部
員
の
待
ち
も
う
け
た
日
は
来
た
。
お
母
様
と
一
緒
に
来
校
さ
れ
た
、
無
事
入

学
な
さ
っ
た
。
今
日
か
ら
椙
山
女
学
校
水
泳
部
員
と
し
て
共
に
技
を
磨
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
部
員
の
練
習

振
は
全
く
面
目
を
一
新
し
た
」
と
あ
り
、
学
校
の
歓
迎
ム
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
椙
山
第
二
高
女
の
在

学
生
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
前
畑
さ
ん
も
新
天
地
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
、
前
畑
さ
ん
が
つ
い
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
、
自
己
記
録
へ
の
挑
戦
や
ラ
イ
バ
ル
と
の
勝
負
な
ど
、
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選
手
と
し
て
の
始
ま
り
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
押
し
寄
せ
て
く
る
国

民
か
ら
の
期
待
や
目
に
見
え
な
い
重
圧
と
の
闘
い
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
先
、
前
畑
さ
ん
は
多
く
の
苦
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
女
は
「
ど
ん
な
に
い

い
記
録
が
で
て
も
、
自
分
一
人
で
泳
い
で
い
る
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。〈
略
〉
た
く
さ
ん
の
人
が
後
押
し

し
て
く
れ
る
か
ら
、
泳
げ
る
ん
だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
」
（『
前
畑
ガ
ン
バ
レ
』
よ
り
）
と
い
う
母

か
ら
の
教
え
を
支
え
に
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
で
す
。 

1932（昭和７）年 椙山水泳部 

前畑添書き 

「全日本女子水上大会に望む」 

前畑添書き 

「カッパの顔ブレ」 

1934（昭和 9）年 

椙山水泳部一同 
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第
十
三
話 

女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
黎
明

れ
い
め
い 

 
 

前
畑
さ
ん
が
活
躍
を
始
め
る
以
前
の
日
本
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

国
内
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
競
技
会
の
発
展
は
１
９
２
０
年
以
降
と
さ
れ
、
校
内
大
会
や
他
校
と
の
対

校
戦
、
地
域
規
模
の
競
技
会
を
経
て
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
は
種
目
別
の
全
国
大
会
や
複
数
の
競
技

を
取
り
入
れ
た
総
合
競
技
大
会
へ
と
発
展
し
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
、「
日
本
女
子
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
日
本
の
女
性
ス
ポ
ー

ツ
に
お
い
て
重
要
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
陸
上
競
技
の
人
見
絹
枝
さ
ん
を
国
際

大
会
に
派
遣
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
設
立
後
は
女
学
生
に
対
す
る
運
動
奨
励
や
女
性
指
導
者
の
育
成
に
力

を
尽
く
し
た
、
日
本
初
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
す
。 

日
本
に
お
け
る
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
人
見
さ
ん
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
国

際
女
子
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が
主
催
す
る
第
２
回
国
際
女
子
競
技
大
会
（
イ
エ
テ
ボ
リ
）
に
単
身
で
参
加
し
、
個

人
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
に
お
い
て
、
初
め
て
女
子
種
目
が
採
用
さ
れ
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た
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
で
は
、
女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
で

日
本
女
性
と
し
て
最
初
の
メ
ダ
ル
（
銀
メ
ダ
ル
）
を
獲
得
し
た
の
で
す
。 

こ
の
翌
年
、
前
畑
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
日
本
の
女
性
選
手
団
初
の
海
外
遠
征
（
ハ
ワ
イ
）
が
実
現
し
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
陸
上
競
技
と
水
泳
を
中
心
に
し
な
が
ら
女
性
ス
ポ
ー
ツ
が
国
際
化
し
て
い
く
１
９
２

０
年
代
か
ら
３
０
年
代
は
、
国
際
化
と
同
時
に
国
内
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
会
が
発
展
す
る
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
人
見
さ
ん
の
活
躍
に
加
え
、
女
子
中
等
教
育
の
普
及
と
学
校
体
操
教
授
要
目
（
現

学
習
指
導
要
領
）
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
採
用
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
成
立
と
い
っ
た
複
数
の
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

水
泳
に
つ
い
て
は
、
１
９
２
２
年
に
開
催
さ
れ
た
萬
朝
報
主
催
の
全
国
女
子
競
泳
大
会
が
最
初
の
全
国
大

会
だ
と
さ
れ
て
い
ま
が
、
そ
の
開
催
は
陸
上
競
技
と
同
様
に
、
大
日
本
体
育
協
会
や
競
技
団
体
で
は
な
く
、

初
期
に
お
い
て
は
新
聞
社
や
女
性
ス
ポ
ー
ツ
組
織
が
担
っ
て
い
た
の
で
す
。 
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第
十
五
話 

 

椙
山

す
ぎ
や
ま

正
弌
校
長
の
存
在 

 
 

金
メ
ダ
リ
ス
ト
前
畑
秀
子
誕
生
の
背
景
に
は
、
橋
本
小
や
紀
の
川
の
他
に
、
女
子
教
育
の
再
編
や
女
性
ス

ポ
ー
ツ
組
織
の
誕
生
、
さ
ら
に
は
、
従
来
の
教
育
方
針
を
転
換
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
人
間
教
育
の
重
要
な
要
素

に
位
置
づ
け
た
椙
山
第
二
高
女
な
ど
、
複
数
の
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
椙
山
第
二
高

女
の
椙
山
正
弌
校
長
の
存
在
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

椙
山
校
長
は
、
練
習
環
境
を
準
備
し
た
だ
け
で
な
く
、
前
畑
さ
ん
が
編
入
し
て
か
ら
結
婚
す
る
ま
で
の
期

間
、
彼
女
の
学
資
お
よ
び
生
活
に
か
か
る
す
べ
て
の
金
銭
的
負
担
を
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
が

高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
椙
山
女
子
専
門
学
校
に
進
学
し
て
か
ら
は
、
自
宅
の
２
階
に
前
畑
さ
ん
を
下
宿
さ

せ
、
校
長
夫
妻
が
生
活
に
関
わ
る
躾
を
施
す
な
ど
、
前
畑
さ
ん
の
亡
き
両
親
に
代
わ
り
親
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
椙
山
校
長
が
、
前
畑
さ
ん
へ
の
教
育
に
お
い
て
最
も
心
を
配
っ
た
の
が
、

人
格
の
陶
冶
だ
っ
た
い
い
ま
す
。 
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ベ
ル
リ
ン
五
輪
後
に
発
行
さ
れ
た
『
水
の
女
王
前
畑
秀
子
物
語
』
に
は
、「
ど
ん
な
に
大
選
手
に
な
っ
て
も

心
が
高
慢
ち
き
だ
っ
た
り
、
曲
が
っ
て
い
て
は
そ
れ
は
大
選
手
と
は
い
え
な
い
。
立
派
な
心
が
け
と
高
い
記

録
の
両
方
を
も
っ
て
こ
そ
本
当
の
大
選
手
と
な
れ
る
」
と
い
う
校
長
の
訓
諭

く

ん

ゆ

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

前
畑
さ
ん
は
、
水
泳
選
手
と
し
て
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
学
業
や
生
活
態
度
を
含
む
人
間
教
育
を
享
受
す

る
中
で
、
日
本
を
代
表
す
る
選
手
へ
と
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。 

   

前畑さんの亡き両親の親代わり 

椙山女学園 

椙山正弌校長と今子（いまこ）夫人 
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第
十
六
話 

名
古
屋
か
ら
全
国
へ 

 
 

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
、
椙
山
女
第
二
高
女
水
泳
部
は
前
畑
さ
ん
を
部
員
に
加
え
、
創
部
３
年
目
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。「
部
員
も
年
毎
に
そ
の
数
を
増
や
し
今
や
総
数
四
十
を
越
え
ん
と
し
昨
秋
前
畑
秀
子

を
部
員
に
加
ふ
る
こ
と
を
得
、
人
員
よ
う
や
く
整
ひ
て
次
の
、
如
き
戦
績
を
得
た
り
」
（
『
糸
菊
』
昭
和
五
年

号
よ
り
）
と
あ
る
よ
う
に
、
椙
山
第
二
高
女
水
泳
部
の
活
動
は
、
前
畑
さ
ん
の
入
部
を
境
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

女
子
平
泳
ぎ
で
前
畑
さ
ん
の
右
に
出
る
者
は
国
内
に
は
も
う
い
ま
せ
ん
。
出
場
す
る
試
合
で
は
次
々
と
日

本
新
記
録
を
連
発
し
、
１
９
３
０
年
の
日
本
水
泳
十
傑
で
は
、
50
メ
ー
ト
ル
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
で
２
位
を
大
き
く
引
き
離
し
て
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
頃
、
愛
知
県
内
に
は
前
畑
さ
ん
以
外
に
も
全
国
で
上
位
に
入
る
選
手
た
ち
が
い
ま
し
た
。
愛
知
淑
徳

高
女
の
加
藤
好
子
さ
ん
（
背
泳
ぎ
）
や
愛
知
県
第
一
高
女
の
神
谷
春
子
さ
ん
（
自
由
形
）
た
ち
で
す
。
１
９
３

０
年
時
点
で
プ
ー
ル
を
も
つ
女
学
校
・
高
等
女
学
校
は
全
国
で
19
校
、
そ
の
う
ち
３
校
が
名
古
屋
市
に
所
在
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し
て
い
ま
し
た
。
プ
ー
ル
を
造
っ
て
ま
で
女
学
生
に
運
動
を
奨
励
し
よ
う
と
し
た
教
育
者
の
存
在
と
施
設
環

境
の
整
備
が
、
多
く
の
選
手
を
名
古
屋
か
ら
誕
生
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。 

女
子
水
泳
の
黎
明
期
を
牽
引
し
て
き
た
京
都
、
大
阪
、
東
京
に
、
前
畑
有
す
る
名
古
屋
が
加
わ
り
、
日
本

の
女
子
水
泳
界
が
一
気
に
動
き
始
め
る
の
で
す
。 

 

   

日本記録証 前畑 1930（昭和 5）年 

上/女子 50ｍ平泳 中/女子 100ｍ平泳 下/女子 200ｍ平泳 

中段の 100平泳は、1年間で日本記録を 5回更新の記載 

左下に、日本水上競技連盟初代会長 

末弘厳太郎（すえひろ いずたろう）の直筆 
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第
十
七
話 

名
古
屋
か
ら
世
界
へ 

 
 

今
で
こ
そ
屋
内
温
水
プ
ー
ル
が
主
流
と
な
り
、
１
年
を
通
し
て
水
中
練
習
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
が
、
温
水
設
備
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
椙
山
・
愛
知
淑
徳
・
愛
知
県
第
一
高
女
の
プ
ー
ル
で
は
、
冬
の

間
は
泳
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
期
間
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
練
習
の
中
心

で
し
た
。
屋
内
温
水
プ
ー
ル
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
当
時
は
、
陸
上
で
の
冬
季
練
習
を
徹
底
す
る
こ
と
で

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
た
の
で
す
。 

一
方
、
驚
く
こ
と
に
、
長
期
休
暇
に
は
東
京
に
出
掛
け
て
練
習
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
前
畑
さ

ん
は
入
学
し
て
半
年
後
の
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
３
月
か
ら
１
ヶ
月
半
に
わ
た
り
、
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
プ

ー
ル
で
合
宿
練
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ー
ル
は
、
当
時
の
日
本
に
唯
一
存
在
し
た
女
性
専
用
屋
内

温
水
プ
ー
ル
で
す
。 

 

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
冬
季
練
習
は
早
々
に
実
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
年
の
５
月
、
東
京
神
宮
プ
ー
ル
で
第

９
回
極
東
大
会
が
開
催
さ
れ
、
前
畑
さ
ん
は
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
ハ
ワ
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イ
で
惜
敗
し
た
ゲ
ラ
テ
ィ
選
手
の
記
録
を
上
回
る
３
分
16
秒
８
の
日
本
記
録
を
樹
立
し
、
さ
ら
に
８
月
の
日

本
選
手
権
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
３
分
12
秒
４
で
優
勝
し
ま
し
た
。
自
身
の
日
本
記
録
を
１
年
間
で
７
秒
４

も
更
新
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
の
世
界
記
録
は
、
３
分
11
秒
２
で

す
。
１
９
３
０
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
、
前
畑
さ
ん
と
世
界
と
の
距
離
は
一
気
に
縮
ま
っ
た
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。 

   

極東大会優勝記念並 

海外派遣選手送別女子体育大会 

1930（昭和 5）年 

メダルに「ＶＥＮＩ ＶＩＤＩ ＶＩＣＩ」 

（来た、見た、勝った）と記されている 

第 9回極東選手権競技大会 

昭和 5年 5月 
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第
十
八
話 

両
親
と
の
別
れ 

 
 

前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
、
椙
山
第
二
高
女
に
編
入
し
て
初
め
て
迎
え
た
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
の
シ
ー
ズ

ン
は
、
世
界
と
の
距
離
が
瞬
く
間
に
縮
ま
っ
た
充
実
の
年
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
矢
先
で
す
。
前
畑
さ
ん

は
両
親
の
死
と
い
う
堪
え
難
い
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
１
月
に
母
親
を
脳
溢
血
で
亡
く
し
、
同
年
６
月
に
は
父
親
を
も
亡
く
し
ま
し
た
。

当
時
16
歳
だ
っ
た
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
、
両
親
の
死
が
人
生
上
の
大
き
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
母
親
の
死
後
、
故
郷
の
橋
本
に
戻
っ
た
前
畑
さ
ん
は
、
病
に
倒
れ
た
父
の
看
病
を

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
父
親
の
他
界
後
に
は
、
椙
山
校
長
宛
に
退
学
の
希
望
を
記
し
た
手

紙
を
出
し
た
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
水
泳
を
や
め
る
こ
と
の
方
が
親
不
孝
で
あ
る
と
い
う
周
囲
の
説
得
、
家

族
の
協
力
、
そ
し
て
椙
山
第
二
高
女
の
同
窓
生
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
前
畑
さ
ん
は
再
び
名
古
屋
へ
と
戻
っ

た
の
で
す
。
復
学
後
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 
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「
そ
の
夏
、
初
め
て
の
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
ま
し
た
。
力
い
っ
ぱ
い
泳
い
で
も
、
重
い
か
ら
だ
を
引
き
ず
っ
て

い
る
、
や
っ
と
泳
い
で
い
る
感
じ
で
す
。
競
技
会
に
も
つ
ぎ
つ
ぎ
出
場
し
ま
し
た
が
、
記
録
は
惨
憺
た
る
も

の
で
し
た
」（『
前
畑
ガ
ン
バ
レ
』
よ
り
）。 

水
泳
か
ら
離
れ
て
い
た
期
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
前
畑
さ
ん
と
い
え
ど
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
は
い
え
、
猛
練
習
の
末
に
１
９
３
１
年
10
月
に
行
わ
れ
た
日
本
選
手
権
兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第

１
次
予
選
会
で
は
、
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
３
分
12
秒
６
と
い
う
自
己
記
録
に
迫
る
タ
イ
ム
で
優

勝
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
を
翌
年
に
控
え
た
焦
り
と
不
安

が
、
前
畑
さ
ん
を
襲
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
で
し
た
。
亡
き
母
が
夢
に
現
れ
、
前
畑
さ
ん
を
奮
起
さ
せ
る
の
で

す
。 

父福太郎 

日露戦争功労金 

陸軍歩兵一等卒 

授与/明治 39年 
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第
十
九
話 

奮
起
の
年 

 
 

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
は
、
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
両
親
と
の
別
れ
と
い
う
堪
え
難
い
悲
し
み
に
襲
わ
れ

た
年
で
し
た
。
十
分
な
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
名
古
屋
に
戻
っ
た
前
畑
さ

ん
は
練
習
に
明
け
暮
れ
た
と
い
い
ま
す
。
自
己
記
録
に
近
い
状
態
ま
で
に
復
調
し
た
前
畑
さ
ん
で
し
た
が
、

思
う
よ
う
に
は
泳
げ
な
い
不
安
が
前
畑
さ
ん
を
襲
い
ま
し
た
。 

年
が
明
け
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
選
考
会
を
半
年
後
に
控

え
た
あ
る
晩
、
亡
き
母
が
夢
に
現
れ
た
と
い
い
ま
す
。
「
秀
子
、
が
ん
ば
る
ん
だ
よ
！
」
、
そ
う
言
っ
て
自
分

を
励
ま
す
母
の
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
、
前
畑
さ
ん
は
「
死
に
も
の
ぐ
る
い
に
な
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
」

と
奮
起
し
た
の
で
す
。
冬
は
陸
上
で
の
練
習
、
そ
し
て
４
月
１
日
か
ら
は
ま
だ
水
の
冷
た
い
プ
ー
ル
で
水
中

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。
泳
ぎ
続
け
る
こ
と
で
次
第
に
不
振
か
ら
も
抜
け
だ
し
、
不
安
が
自
信
へ

と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
前
畑
さ
ん
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
に
向
け
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
た
１
９
３
１
年
後
半
頃
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か
ら
、
日
本
水
上
競
技
連
盟
（
現
在
の
日
本
水
泳
連
盟
）
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
男
子

選
手
の
み
を
強
化
や
普
及
の
対
象
に
し
て
き
た
水
泳
連
盟
の
中
に
、「
女
子
委
員
会
」
を
設
置
し
よ
う
と
い
う

話
し
が
出
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
に
向
け
て
女
子
水
泳
を
強
化
対
象
に
含
め

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。 

１
９
３
２
年
の
３
月
に
は
、
前
畑
さ
ん
や
小
島
一
枝
さ
ん
を
含
む
女
子
選
手
た
ち
を
集
め
た
強
化
合
宿
が
、

東
京
基
督
教
女
子
青
年
会
（
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）
に
て
10
日
間
に
渡
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
泳
に
お
い
て
初
め

て
行
わ
れ
た
水
泳
連
盟
主
催
の
強
化
合
宿
で
し
た
。 

 

橋
本
か
ら
生
ま
れ
た
前
畑
秀
子
と
い
う
選
手
の
存
在
が
、
水
泳
連
盟
を
も
動
か
す
力
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
女
子
水
泳
選
手
た
ち
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
も
目
前
で
す
。 
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第
二
十
話 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
最
終
予
選
会
は
、
体
調
不
良
の
た
め
不
出
場
だ
っ
た
前
畑
さ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
無
事
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
代
表
選
手
団
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
水
泳

の
代
表
選
手
団
41
名
中
、
女
子
選
手
は
競
泳
６
名
と
飛
込
１
名
の
計
７
名
で
す
。 

こ
の
う
ち
３
名
が
和
歌
山
県
出
身
の
選
手
で
す
。
橋
本
小
出
身
の
前
畑
さ
ん
と
小
島
一
枝
さ
ん
、
妙
寺
小

出
身
の
守
岡
初
子
さ
ん
が
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
女
子
陸
上
競
技
選
手
９
名
も
出
場
し
ま

し
た
。
人
見
絹
枝
さ
ん
が
た
だ
一
人
の
女
性
選
手
と
し
て
参
加
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
か
ら
４
年
、
計

16
名
の
女
性
選
手
が
日
本
代
表
選
手
団
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
た
の
で
す
。 

 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で
は
20
日
間
に
お
よ
ぶ
船
旅
で
す
。
前
畑
さ
ん
は
神
戸
港
で
大
洋
丸
に
乗
船
し
、
横
浜
、

ホ
ノ
ル
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
経
由
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向
か
い
ま
し
た
。
経
由
地
で
下
船
し
た
と

き
に
現
地
の
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
以
外
は
船
上
練
習
で
す
。
朝
食
後
は
甲
板
で
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
、
水
中
練
習
は

１
日
２
回
、
倉
庫
に
テ
ン
ト
を
張
り
巡
ら
せ
、
海
水
を
入
れ
た
小
さ
な
プ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。 
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飛
込
選
手
は
体
を
ロ
ー
プ
で
縛
っ
て
台
の
上
か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
練
習
、
そ
の
他
に
も
甲
板
で
走
る
選
手
、

槍
を
ロ
ー
プ
で
縛
っ
て
海
に
向
か
っ
て
投
げ
る
選
手
な
ど
が
い
た
そ
う
で
す
。
選
手
た
ち
は
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
と
向
か
っ
た
の
で
す
。 

 

 
 

   

第
10
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
参
加
時
の
乗
船
名
簿 

昭
和
７
年
６
月
28
日
～
７
月
18
日
大
洋
丸
（
日
本
郵
船

） 

前
畑
秀
子
・
小
島
一
枝
他
に
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
感
動
の
実
況
放
送
河
西
ア
ナ
の
名
も
あ
る 
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第
二
十
一
話 

十
分
の
一
秒
差 

 
 

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
７
月
30
日
、
37
の
国
と
地
域
か
ら
１
３
３
４
名
の
選
手
が
一
堂
に
会
し
、
第
10

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
１
３
１
名
（
男
子
１
１
５

名
、
女
子
16
名
）
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
が
始
ま
る
と
男
子
水
泳
は
全
６
種
目
中
５
種
目
で
優
勝

と
い
う
大
活
躍
で
す
。 

８
月
11
日
、
女
子
平
泳
ぎ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
予
選
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
の
出
番
で
す
。

予
選
の
結
果
、
前
畑
さ
ん
は
３
分
10
秒
７
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
デ
ニ
ス
選
手
に
継
ぐ
２
位
で
決
勝
進
出
を

決
め
ま
し
た
。 

決
勝
は
デ
ニ
ス
選
手
、
世
界
記
録
保
持
者
の
ヤ
コ
ブ
セ
ン
選
手
、
前
畑
さ
ん
の
３
人
の
競
い
合
い
で
す
。

１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
タ
ー
ン
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
選
手
が
ト
ッ
プ
、
僅
差
で
デ
ニ
ス
選
手
と
前
畑
さ
ん
が
続
き
ま

す
。
タ
ー
ン
後
に
デ
ニ
ス
選
手
が
ス
パ
ー
ト
し
、
今
度
は
や
や
遅
れ
た
ヤ
コ
ブ
セ
ン
選
手
と
前
畑
さ
ん
が
二

位
争
い
で
す
。
残
り
５
メ
ー
ト
ル
、
息
継
ぎ
な
し
で
泳
ぎ
切
っ
た
前
畑
さ
ん
は
、
１
位
の
デ
ニ
ス
選
手
に
10
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分
の
１
秒
と
迫
る
２
位
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
３
分
６
秒
４
の
決
勝
記
録
は
、
前
畑
さ
ん
自
身
の
も

つ
日
本
記
録
を
５
秒
８
も
上
回
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
記
録
で
し
た
。 

 

大
会
前
、
日
本
チ
ー
ム
の
杉
本
傳

す
ぎ
も
と
つ
と
う

コ
ー
チ
は
、
運
が
良
く
て
３
位
と
予
想
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
予
想
を

上
回
る
「
十
分
の
一
秒
差
」
で
の
２
位
と
い
う
結
果
が
、
安
堵
し
て
い
た
前
畑
さ
ん
を
思
わ
ぬ
方
向
へ
と
向

か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 

第 10回ロサンゼルス大会 

女子平泳ぎ 200ｍ決勝フィニッシュ 

前畑添書き 

「タッチの刹那
せつな

」 

ビクトリーセレモニー 台上に立ち、 

メインポールに国旗が上がった時の気持ち 

前畑の添え書き 

「責任が果たせて泣けてきた」 
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第
二
十
二
話 

迷
い
と
決
意 

 
 

「
何
事
も
死
力
を
尽
く
せ
ば
そ
れ
が
自
分
の
ベ
ス
ト
だ
、
死
力
を
尽
く
せ
ば
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
」 

こ
の
言
葉
を
胸
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
を
戦
い
抜
き
、
第
２
位
と
い
う
結
果
に
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
帰

国
し
た
前
畑
さ
ん
で
し
た
が
、
周
囲
の
反
応
は
予
想
に
反
す
る
も
の
で
し
た
。 

「
な
ぜ
十
分
の
一
秒
差
で
二
位
だ
っ
た
の
か･･

・
」「
な
ぜ
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か･･

・
」、

前
畑
さ
ん
の
想
い
と
は
裏
腹
に
、
現
役
続
行
を
願
う
想
い
が
潮
の
如
く
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
４
年
間
は
長
く
、
苦
し
い
の
で
す
。
た
と
え
努
力
し
た
と
し
て
も
優
勝
で
き
る

保
証
な
ど
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
想
像
し
た
だ
け
で
も
逃
げ
た
く
な
る
よ
う
な
状
況
で
す
。 

 

コ
ー
チ
の
杉
本
傳
氏
は
、『
第
十
回
羅
府
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
會
水
上
競
技
報
告
書
』
の
中
で
当
時
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
十
分
の
一
秒
差
で
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
と
人
々

は
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
よ
く
も
ま
あ
二
位
に
食
い
込
ん
だ
も
の
だ
と
云
い
た
い
。
実
際
そ
れ
が
本

当
だ
」。
水
泳
を
知
る
人
か
ら
す
れ
ば
前
畑
さ
ん
の
成
績
は
十
分
過
ぎ
る
も
の
で
し
た
が
、
世
間
は
そ
れ
を
理
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解
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
か
う
の
は
、
生
半
可
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
悩
み
に
悩
ん
だ
末
に
、
前
畑
さ
ん
は
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦
を
決
意
し

た
の
で
す
。 

 

第 10回ロサンゼルスオリンピック大会 

表彰式 

1932（昭和 7）年 
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第
二
十
三
話 

 

世
界
記
録
の
重
圧 

 
 

４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ベ
ル
リ
ン
大
会
出
場
を
目
指
す
と
決
め
た
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
、
目
標
は
た

だ
一
つ
、
金
メ
ダ
ル
獲
得
で
し
た
。
本
人
の
目
標
と
い
う
よ
り
、
世
間
が
そ
れ
し
か
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う

方
が
適
切
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
以
降
の
前
畑
さ
ん
に
は
、
国
民
の
期
待
、
国
家
代
表
の

責
務
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
重
圧
が
の
し
か
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
決
め
た
か
ら
に
は
歩
み
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。「
い
っ
た
ん
は
じ
め
た
こ
と
は
最
後

ま
で
や
り
抜
く
」、
そ
れ
が
前
畑
さ
ん
の
信
念
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
一
日
２
万
キ
ロ
、
一
年
３
６
５
日
練

習
と
も
い
わ
れ
た
前
畑
さ
ん
の
猛
練
習
は
、
早
々
に
実
を
結
び
ま
し
た
。 

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に
行
わ
れ
た
第
７
回
神
宮
競
技
大
会
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
を
見
据
え
て
「
記

録
を
作
る
為
の
試
泳
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
は
こ
の
試
泳
会
で
世
界
新
記
録
を
樹
立
し
た
の
で

す
。
し
か
も
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
だ
け
で
な
く
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
お

い
て
も
世
界
記
録
保
持
者
と
な
っ
た
の
で
す
。 
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と
こ
ろ
が
、
嬉
し
い
は
ず
の
世
界
記
録
は
、
前
畑
さ
ん
を
一
層
苦
し
め
ま
し
た
。「
世
界
記
録
な
ど
出
さ
な

け
れ
ば
良
か
っ
た
」、「
次
の
五
輪
で
負
け
た
ら
ど
う
な
る
の
か
・
・
」、
皮
肉
に
も
努
力
の
成
果
が
彼
女
を
苦

し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
世
界
記
録
の
重
圧
を
は
ね
の
け
る
の
も
ま
た
、
自
分
に
打
ち
克

つ
た
め
の
「
努
力
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

   

1933（昭和 8）年 第７回明治神宮大会 

「記録を作る為の試泳」 

女子平泳ぎ 200ｍ、400ｍ、500ｍの 

３つで同時に世界記録を樹立 

後上部にある額は、世界記録の認定証 

世界記録証 400m平泳ぎ 6分 24秒 8 

1933（昭和 8）年 10 月 1日 
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第
二
十
四
話 

水
泳
界
の
変
化 

 
 

 

第
19
話
で
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
前
畑
さ
ん
が
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
の
と
同
時
並
行
的
に
、
日
本
の

水
泳
界
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
水
上
競
技
連
盟
（
水
泳
連
盟
）
は
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）

年
の
創
設
当
初
よ
り
、
男
子
競
泳
の
強
化
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
３
２
（
昭

和
７
）
年
の
規
約
改
正
で
は
抜
本
的
な
組
織
改
編
が
な
さ
れ
、
事
業
内
容
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
後
、
水
泳
連
盟
は
「
全
国
民
を
対
象
と
す
る
水
泳
、
水
上
競
技
の
全
国
普
及
運
動
」

を
今
後
の
事
業
方
針
に
据
え
る
と
発
表
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
水
泳
連
盟
内
に
は
専
門
委
員
会

が
増
設
さ
れ
、
こ
の
一
つ
に
「
女
子
委
員
会
」
が
正
式
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
委
員
会
構
成
に
お
い

て
は
、
元
選
手
で
あ
る
女
性
た
ち
が
次
々
と
委
員
に
就
任
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
水
泳
連
盟
以
外
の
組
織
（
日
本
女
子
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
や
日
本
女
子
水
上
競
技
連
盟
）
が
主
催
し

て
い
た
女
子
水
泳
の
全
国
大
会
は
、
こ
れ
以
降
、
水
泳
連
盟
主
催
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
強
化
選
手
を
集
め
た
合
宿
練
習
会
も
計
画
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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戦
前
の
水
泳
連
盟
史
上
、
大
幅
な
組
織
改
編
が
行
わ
れ
た
の
は
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
と
１
９
３
２
（
昭

和
７
）
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
、
前
畑
さ
ん
を
含
む
４
名
の
選
手
が
ハ
ワ
イ
に
遠
征
し
た
年
、

後
者
は
前
畑
さ
ん
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
２
位
に
な
っ
た
年
で
す
。
偶
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
前
畑
さ

ん
の
活
躍
と
関
わ
り
な
が
ら
、
女
子
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
す
。 

 

ベルリン出場前/前畑の優勝カップなど 

前畑添書き 

「秀子が頂いた優勝品の種々」 

ベルリン出場祝 

椙山女学園校門前にて記念撮影 

前列左/小島一枝、椙山校長、前畑秀子 

後列/天野コーチ 
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第
二
十
五
話 

ベ
ル
リ
ン
へ 

 
 

 

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
10
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
候
補
選
手
が
発
表
さ
れ
、
女
子
選

手
は
前
畑
さ
ん
を
含
む
24
名
（
競
泳
18
名
、
飛
込
６
名
）
が
代
表
候
補
選
手
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
冬
か
ら
翌
春
に
か
け
て
、
水
泳
連
盟
に
よ
る
女
子
代
表
候
補
選
手
の
強
化
合
宿
や
合
同
練
習
会
が
複

数
回
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
５
月
に
行
わ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
会

の
代
表
選
手
最
終
選
考
会
を
経
て
、
女
子
代
表
選
手
10
名
（
競
泳
７
名
、
飛
込
３
名
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
橋
本
小
出
身
の
前
畑
さ
ん
、
小
島
さ
ん
、
妙
寺
小
出
身
の
守
岡
初
子
さ
ん
の
３
名
は
、
２
大
会

連
続
で
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
20
日
、
水
泳
の
女
子
代
表
選
手
団
が
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
韓
国
・
釜
山

ま
で
の
船
旅
の
あ
と
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
換
え
、
約
２
週
間
を
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
い
ま
す
。
ベ

ル
リ
ン
に
到
着
し
た
当
初
は
調
子
が
上
が
ら
な
か
っ
た
前
畑
さ
ん
で
す
が
、
レ
ー
ス
が
近
づ
く
に
つ
れ
徐
々

に
復
調
し
て
き
た
よ
う
で
す
。 
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１
９
３
６
年
８
月
１
日
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
の
開
会
宣
言
で
、
第
11
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
が
決
勝
で
競
う
こ
と
に
な
る
地
元
の
マ
ル
タ
・
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
選
手
は
、

ナ
チ
ス
全
盛
期
に
お
い
て
、
女
子
水
泳
に
お
け
る
唯
一
、
最
大
の
金
メ
ダ
ル
候
補
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

８
月
８
日
、
水
泳
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
の
予
選
は
８
日
、
準
決
勝
は
９
日
、
そ
し
て

決
勝
は
11
日
、
運
命
の
日
は
目
前
で
す
。
日
本
の
前
畑
秀
子
、
ド
イ
ツ
の
マ
ル
タ
・
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
、
両
者
と

も
に
計
り
知
れ
な
い
重
圧
を
背
負
っ
て
の
レ
ー
ス
で
す
。 

 

日本女子水泳選手一同の写真 

オリンピック会場前（全員のサイン入り） 

選手/10名 両サイド/コーチ 

前畑/左から 7番目 

第 11回ベルリンオリンピック 

水泳競技プール 



第一章 秀子の生涯を綴る 第二十六話 

 

 

第
二
十
六
話 

前
畑
ガ
ン
バ
レ 

 
 

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
８
月
８
日
、
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
畑
さ
ん
と

ド
イ
ツ
の
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
選
手
は
、
予
選
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
記
録
で
通
過
し
ま
し
た
。
翌
日
の
準
決
勝
も
両

者
一
歩
も
譲
ら
な
い
大
接
戦
で
す
。
決
勝
進
出
を
決
め
た
２
人
の
タ
イ
ム
差
は
、
僅
か
０
秒
３
で
す
。 

 

８
月
11
日
、
午
後
３
時
40
分
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー
ル
は
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
決
勝
の
時
を
迎

え
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
大
観
衆
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
畑
秀
子
６
コ
ー
ス
、

マ
ル
タ
・
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
７
コ
ー
ス
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。 

前
畑
さ
ん
が
先
頭
に
立
つ
と
、
前
畑
さ
ん
を
追
い
か
け
る
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
選
手
に
対
し
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は

「
マ
ル
タ
、
マ
ル
タ
」
の
大
声
援
で
す
。
残
り
50
メ
ー
ト
ル
、
前
畑
さ
ん
が
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
選
手
を
引
き
離
し

に
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
の
20
メ
ー
ト
ル
で
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
選
手
が
再
び
前
畑
さ
ん
を
追
い
詰
め
ま
す
。 

 

「
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
が
出
て
お
り
ま
す
。
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
が
出
て
お
り
ま
す
。
危
な
い
、
頑
張
れ
、
頑
張
れ
、
頑
張

れ
、
前
畑
リ
ー
ド
、
前
畑
リ
ー
ド
、
前
畑
リ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。
前
畑
頑
張
れ
、
前
畑
頑
張
れ
、
リ
ー
ド
、
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リ
ー
ド
。
あ
と
五
メ
ー
ト
ル
、
あ
と
五
メ
ー
ト
ル
、
五
メ
ー
ト
ル
。
前
畑
リ
ー
ド
、
前
畑
リ
ー
ド
、
リ
ー
ド
、

リ
ー
ド
、
勝
っ
た
、
勝
っ
た
、
勝
っ
た
、
前
畑
勝
っ
た
。
前
畑
勝
っ
た
、
前
畑
勝
ち
ま
し
た
。
前
畑
勝
ち
ま
し

た
。
前
畑
優
勝
で
す
。
前
畑
優
勝
で
す
。
ホ
ン
の
わ
ず
か
、
ホ
ン
の
わ
ず
か
で
あ
り
ま
し
た
が
、
前
畑
優
勝
・
・
・
」 

（
河
西
三
省
氏
の
実
況
よ
り
）
。 

１
９
３
６
年
８
月
11
日
、
日
本
女
性
と
し
て
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
に
続
く
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
、
新
た
な
一
歩
が
刻
ま
れ
た
の
で
す
。 

 

表彰式 

日章旗が揚がると 

涙が止まらなかった 

優勝後プールサイドで 

涙を流す前畑 

勝って解放された 

安堵感と嬉しさで 
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第
二
十
七
話 

重
圧
か
ら
安
堵
へ 

 
 

計
り
知
れ
な
い
重
圧
の
中
で
迎
え
た
ベ
ル
リ
ン
大
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
写
真
は
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
表
彰

式
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
前
畑
さ
ん
の
自
筆
の
コ
メ
ン
ト
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
が

色
あ
せ
て
読
め
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
写
真
に
向
か
っ
て
左
側
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
生
死
の
覚
悟
は
そ
の
人
を
世
界
的
に
す
る
も
の
と
は
思
は
な
か
っ
た
」 

こ
の
一
文
が
、
前
畑
さ
ん
の
背
負
っ
て
い
た
も
の
の
大
き
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
前
畑
さ
ん
に
と
っ
て
、

ベ
ル
リ
ン
大
会
の
決
勝
レ
ー
ス
は
、
私
た
ち
に
は
到
底
理
解
で
き
な
い
重
圧
、
不
安
、
緊
張
と
の
闘
い
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。「
赤
い
お
守
り
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
う
試
合
直
前
の
で
き
ご
と
か
ら
は
、
わ
ら

を
も
つ
か
む
心
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
試
合
終
了
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
悩
や
重
圧
が
、
安

堵
に
変
わ
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
前
畑
さ
ん
と
苦
楽
を
と
も
に
し
た
小
島
一
枝
さ
ん
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
島
さ
ん
は
同
大
会
の
女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
日
本
の
水
泳
史
上
、
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女
子
の
自
由
型
種
目
で
の
入
賞
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
ま
で
小
島
さ
ん
た
だ
一

人
で
す
。 

 

 

前
畑
さ
ん
、
小
島
さ
ん
の
功
績
は
、
橋
本
だ
け
で
な
く
、
水
泳
史
に
記
憶
さ
れ
る
べ
き
大
切
な
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

 

 

優勝後、月桂樹を頭上に，手にブーケ 

前畑の添書き 

写真左「生死の覚悟はその人を 

世界的にするとは思はなかった」 
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第
二
十
八
話 

選
手
引
退
、
そ
し
て
新
た
な
人
生
の
は
じ
ま
り 

 
 

前
畑
さ
ん
に
も
選
手
活
動
を
引
退
す
る
時
が
き
ま
し
た
。 

「
自
分
も
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
を
最
後
と
致
し
ま
し
て
引
退
致
し
ま
す
。
永
い
永
い
十
二
年
間
の
恋

し
い
選
手
生
活
と
も
オ
サ
ラ
バ
で
す
。
何
も
思
い
残
す
事
が
な
い
」
と
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
選
手
生
活

に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。 

 

ベ
ル
リ
ン
か
ら
帰
国
し
、
日
本
各
地
で
行
わ
れ
る
祝
賀
行
事
や
模
範
水
泳
の
催
し
が
一
段
落
し
た
１
９
３

６
（
昭
和
11
）
年
11
月
３
日
、
前
畑
さ
ん
は
椙
山
校
長
の
自
宅
で
、
夫
と
な
る
兵
藤
正
彦

ひ
ょ
う
ど
う
ま
さ
ひ
こ

さ
ん
と
お
見
合

い
を
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
正
彦
さ
ん
は
名
古
屋
医
科
大
学
医
学
部
桐
原
外
科
の
助
手
で
あ
り
、
正
彦
さ

ん
の
父
で
あ
る
丸
尾

ま

る

お

錦
作

き
ん
さ
く

氏
は
、
大
正
天
皇
の
宮
中
顧
問
を
務
め
た
人
物
で
す
。
さ
す
が
の
前
畑
さ
ん
も
家

柄
の
違
い
に
動
揺
し
た
と
い
い
ま
す
。 

し
か
し
、
丸
尾
家
の
当
主
で
あ
り
正
彦
さ
ん
の
兄
に
あ
た
る
尚
武

ひ
さ
た
け

氏
は
、「
人
間
は
健
全
な
精
神
と
健
全

な
身
体
の
持
主
で
あ
れ
ば
、
家
柄
だ
の
身
分
だ
の
と
い
ふ
こ
と
は
敢
え
て
論
ず
る
に
及
ば
な
い
。
今
回
私
の
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弟
と
前
畑
嬢
と
の
婚
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
私
も
心
か
ら
双
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る
」
と
言
っ
て
二
人
の
結

婚
を
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。（『
糸
菊
』
昭
和
11
年
号
よ
り
） 

 

当
の
本
人
は
、
お
見
合
い
の
席
で
正
彦
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
を
お
見
合
い
相
手
と
間
違
え
る
早
と
ち
り
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
３
月
９
日
、
熱
田
神
宮
に
て
前
畑
さ
ん
と
正
彦
さ
ん
の
結
婚

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
前
畑
さ
ん
の
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
の
で
す
。 

    

結婚記念撮影/ 

新婚（夫/正彦）と撮影/ 

秀子（炊事・洗濯） 
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第
三
十
話 

再
び
水
泳
の
道
へ 

 
 

 

１
９
６
０
（
昭
和
45
）
年
、
前
畑
さ
ん
が
椙
山
女
学
園
を
卒
業
し
て
か
ら
25
年
近
く
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

母
校
に
務
め
る
き
っ
か
け
は
心

こ
こ
ろ

憂 う

い
も
の
で
し
た
が
、
椙
山
で
の
医
務
室
兼
水
泳
コ
ー
チ
と
し
て
の
勤
務
は
、

前
畑
さ
ん
に
再
び
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
つ
日
々
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
医
務
室
の
仕
事
に
加
え
、
水
泳
部
の

指
導
、
さ
ら
に
は
講
演
や
模
範
水
泳
の
依
頼
も
増
え
、
全
国
各
地
に
出
掛
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

 

ベ
ル
リ
ン
大
会
以
降
、
日
本
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
再
び
参
加
し
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
二
度
目
の

開
催
と
な
っ
た
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、
お
家
芸
と
も
い
わ
れ

た
日
本
の
水
泳
は
陰
を
潜
め
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
東
京
大
会
も
惨
敗
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
も
前
畑
さ
ん
に
は
堪
え
難
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

「
日
本
の
水
泳
界
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
、
遂
に
前
畑
さ
ん
は
水
泳
指
導
に

集
中
す
る
た
め
に
、
椙
山
女
学
園
で
の
職
務
を
辞
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。 

 

50
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
前
畑
さ
ん
は
新
設
さ
れ
た
名
古
屋
市
瑞
穂
区
の
温
水
プ
ー
ル
に
、
中
京
地
区
と
し
て
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は
初
め
て
の
マ
マ
さ
ん
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
幼
児
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
選
手
養
成
ク
ラ
ス

を
立
ち
上
げ
、
対
象
を
広
げ
た
水
泳
普
及
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

前
畑
さ
ん
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
第
二
の
水
泳
人
生
を
通
じ
て
、
自
分
に
打
ち
克
つ
「
努
力
」
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
の
で
す
。 

 

瑞穂女性水泳教室 会長兵藤秀子 

ママさん教室開設時の生徒への手づくり盾 

1967（昭和 42）年 11月 

水泳教室で指導する兵藤秀子 
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第
三
十
一
話 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー 

 
 

 

生
涯
を
通
じ
て
多
く
の
賞
を
受
け
て
き
た
前
畑
さ
ん
で
す
が
、
こ
こ
で
は
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
に
受

賞
し
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
（
五
輪
功
労
賞
）」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
賞
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
設
け
た
賞
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
へ

の
多
大
な
貢
献
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
対
し
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。
前
畑
さ
ん
は
自
著
の
中
で
、
受
賞
理
由
を
「
二
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
が
評
価
さ

れ
た
の
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
受
賞
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

メ
ダ
リ
ス
ト
は
山
ほ
ど
い
ま
す
が
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
」
を
授
与
さ
れ
る
の
は
ご
く
一
部
の
人

た
ち
だ
け
で
す
。
前
畑
さ
ん
の
受
賞
は
、
選
手
時
代
か
ら
指
導
者
時
代
も
含
め
、
生
涯
を
通
じ
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

戦
前
に
み
る
前
畑
さ
ん
の
活
躍
は
、
日
本
の
女
子
水
泳
が
組
織
化
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
現
在
に
続
く

礎
を
築
き
ま
し
た
。
引
退
後
は
講
演
や
プ
ー
ル
開
き
へ
の
参
加
、
水
泳
教
室
の
開
設
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
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代
の
要
請
に
応
じ
な
が
ら
、「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
前
畑
秀
子
」
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。 

 
１
９
７
５
年
に
設
け
ら
れ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
」
で
す
が
、
前
畑
さ
ん
の
受
賞
は
、
東
龍
太
郎

あ
ず
ま
り
ょ
う
た
ろ
う

、

田
畑

た

ば

た

政
治

ま

さ

じ

、
鈴
木

す

ず

き

良 よ
し

徳 の
り

、
織
田

お

だ

幹
雄

み

き

お

、
鶴
田

つ

る

た

義 よ
し

行 ゆ
き

に
続
き
、
日
本
で
は
６
人
目
で
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
も
ま
た
、

日
本
女
性
と
し
て
は
初
の
受
賞
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

1981（昭和 56）年 

オリンピック・オーダー（銀賞） 

受賞祝賀会（前畑家ご親族集合写真） 
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第
三
十
二
話 

自
己
と
の
た
た
か
い 

 
１
９
８
３
（
昭
和
58
年
）
４
月
、
因
縁
の
病
魔
で
あ
る
脳
溢
血
が
前
畑
さ
ん
を
襲
い
ま
し
た
。
69
歳
の
時

で
す
。 

前
畑
さ
ん
は
晩
年
、
脳
溢
血
か
ら
再
起
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
「
苦
難
苦
行
の
連
続
で
、
金
メ
ダ
ル
を

と
る
よ
り
も
大
変
だ
と
何
度
も
思
っ
た
」
と
懐
古
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
苦
難
を
乗
り
越
え
る
支
え
と
な
っ

た
の
は
、
自
己
に
克
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
水
泳
で
あ
り
、
夫
・
正
彦
さ
ん
の
死
を
乗
り
越
え
た

こ
と
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

自
分
と
病
気
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を
決
意
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
末
に
一
年
半
の
時
を
経
て
再
び
プ
ー
ル
サ
イ
ド

戻
っ
て
き
た
前
畑
さ
ん
の
姿
は
、
ど
れ
だ
け
の
人
に
や
り
抜
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

「
リ
ハ
ビ
リ
は
冷
た
い
プ
ー
ル
の
中
で
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
泳
ぐ
の
と
似
て
い
る
、
辛
い
練
習
を
積
み
重
ね

て
少
し
ず
つ
記
録
を
伸
ば
し
て
い
く
し
か
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
前
畑
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
に
お
い
て
も
自

ら
に
勝
つ
た
め
の
人
一
倍
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
の
で
す
。 
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昨
今
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
み
る
と
、
打
ち
勝
つ
相
手
が
自
分
自
身
で
は
な
く
、
目
の
前
に
い
る
対
戦
相
手
だ

け
に
な
っ
て
い
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
相
手
に
勝
利
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

ベ
ル
リ
ン
大
会
で
の
金
メ
ダ
ル
、
脳
溢
血
か
ら
の
再
起
を
通
じ
て
、
自
己
と
対
峙

た

い

じ

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
る
前
畑
さ
ん
の
姿
か
ら
、
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。 

 

晩年の兵藤秀子 
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第
三
十
三
話 

人
生
の
金
メ
ダ
ル 

 
 

こ
れ
ま
で
、
橋
本
時
代
、
椙
山
時
代
、
指
導
者
時
代
、
晩
年
と
い
う
大
き
な
括
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
畑

さ
ん
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
前
畑
さ
ん
が
一
貫
し
て
実
践
し
、
言
い
続
け
て
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
り
は
じ
め
た
ら
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
、
自
分
自
身
に
打
ち
克
つ
こ
と
、
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
す
。 

前
畑
さ
ん
が
選
手
生
活
や
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
、
常
に
闘
い
、
挑
戦
し
続
け
て
き
た
の
は
、
他
の
誰

で
も
な
い
自
分
自
身
で
し
た
。
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
、
打
ち
克
と
う
す
る
「
努
力
」
の
積
み
重
ね
が
、
前
畑

さ
ん
の
人
生
を
拓
い
て
い
っ
た
の
で
す
。 

最
後
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
創
始
者
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 「
自
己
を
知
る
こ
と
、
自
己
を
律
す
る
こ
と
、
自
己
に
打
ち
克
つ
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
ア
ス
リ
ー
ト
の
義
務

で
あ
り
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」 



第一章 秀子の生涯を綴る 第三十三話 

 

 

「
努
力
は
至
上
の
喜
び
で
あ
る
。
成
功
は
目
的
で
は
な
く
、
よ
り
高
き
も
の
を
目
指
す
た
め
の
一
つ
の
方
法

で
あ
る
」。 

 

前
畑
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
言
葉
を
知
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
前
畑
さ
ん
の
姿
は
、
こ
れ

ら
の
言
葉
を
身
を
も
っ
て
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

前
畑
秀
子
と
い
う
人
は
、
単
な
る
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
と
の
比
較
で
も
な
い
、
自
ら
の

人
生
に
お
け
る
金
メ
ダ
ル
を
目
指
す
こ
と
の
大
切
さ
を
、
自
ら
の
生
き
方
を
通
じ
て
伝
え
続
け
た
「
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
」
な
の
で
す
。 

 

「一に努力 

二に努力 

三また努力」 

兵藤秀子書 

 

尾張冨士大宮浅間神社 

奉納献石 

（愛知県犬山市） 
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文
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◇
一
般
社
団
法
人
大
阪
水
泳
協
会 

『
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
』
ｐ.

44 

第
二
話
（
築
港
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
主
な
大
会 

  

写
真
提
供
（
敬
称
略
） 

 

◇
椙
山
女
学
園
歴
史
文
化
館 

 
 
 

第
七
話 

第
十
話 

第
十
一
話 
第
十
二
話 

第
十
四
話 

第
十
五
話 

第
二
十
一
話 

 

第
二
十
二
話 

第
二
十
三
話 

第
二
十
四
話 

第
二
十
五
話 

第
二
十
六
話
（
優
勝
後
プ
ー
ル
サ
イ
ド
涙
流
す
前
畑
） 

 

第
二
十
七
話 

第
二
十
八
話
（
新
婚
生
活
） 
第
三
十
話
（
プ
ー
ル
指
導
） 

第
三
十
二
話 

◇
橋
本
市
郷
土
資
料
館 

 
 
 

第
八
話 

第
十
六
話 

第
十
七
話 

◇
一
般
社
団
法
人
大
阪
水
泳
協
会 

『
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
』
ｐ.

44 

第
二
話
（
築
港
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
主
な
大
会
） 

◇
橋
本
市
立
橋
本
小
学
校 

第
三
話 
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◇
㈱
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
ク
ス 

第
二
十
六
話
（
表
彰
式
） 

◇
前
畑
秀
子
・
古
川
勝
資
料
展
示
館
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
閉
館
） 

第
四
話 

◇
兵
藤
正
臣 

目
次 

◇
兵
藤
尚
子 

第
二
十
九
話 

◇
林
典
子 
第
二
話
（
昭
和
４
年
３
月
卒
業
ア
ル
バ
ム
） 

第
六
話 

◇
荒
見
亘
子 

第
三
十
一
話 

◇
杉
山
幸
子 

第
三
十
話
（
瑞
穂
女
性
水
泳
教
室
盾
） 

 

 

追
記 

  

本
章
「
前
畑
（
兵
藤
）
秀
子
の
生
涯
を
綴
る
」
は
、「
広
報
は
し
も
と
」
平
成
27
年
8
月
号
か
ら
平
成
30

年
4
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
前
畑
秀
子
ス
ト
ー
リ
ー
」
（
全
33
話
）
に
加
筆
・
修
正
す
る
と
と
も
に
、
橋
本

市
ま
ち
の
歴
史
資
料
保
存
会
に
よ
り
、
新
た
に
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
加
え
た
も
の
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
、

検
討
が
不
十
分
な
点
や
新
た
な
史
料
の
発
掘
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
下
さ
い
。 

な
お
、
本
章
（
木
村
執
筆
箇
所
）
は
、JSPS

科
研
費 

JP16K2
146

7
 

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部

で
す
。 
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